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ハマウツボ科寄生植物は、宿主植物からのシグナルを受けて、根の細胞をリプログラミングして寄生器官である吸器を新生する。吸器の先端には分裂活性の高い
メリステム様の組織が観察され、吸器幹細胞があると考えられる。この細胞群は、宿主植物が近傍にある場合には分裂を持続することで吸器の伸長を促し、宿主
に到達すると細長い特殊な形状をした侵入細胞へと運命を変える。本研究では、モデル寄生植物コシオガマから単離した、吸器幹細胞の分裂活性の維持と侵入細
胞への運命転換に異常を生じた変異体の解析を通して、宿主シグナルに依存した吸器幹細胞の運命制御機構を解明する。 
本年度は、寄生植物コシオガマの吸器伸長変異体では、エチレンのシグナル伝達系に関わる遺伝子(EIN2, ETR1)のホモログに変異が生じていた。また相補試験に
よってこれらの遺伝子が表現型の原因遺伝子であることを明らかにした。また、野生型および変異体吸器でRNAseq解析をおこなった。変異体の吸器では、オーキ
シン応答や細胞分裂に関わる遺伝子群が長く高い発現量を維持することが示された。また、リボゾームの機能や微小管の再構成に関わる因子群の発現が変異体吸
器で確認された。宿主の根の抽出液や滲出液をかけると、野生型でも長く伸びた吸器が観察されることが分かり、吸器の伸長は宿主へ到達するためのシステムで
あると考えられた。今後は、宿主への侵入時のトランスクリプトーム解析を行うことにより、細胞運命転換の際にどのような遺伝子が関与しているかを解析す
る。また、吸器形成時のエチレンまたはエチレン前駆体の蓄積量を測定する予定である。 
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Ethylene signaling mediates fine-tuning of host infection by parasitic plants
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